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都市における道空間の体験
　駅から目的地への道、地下鉄の乗り換え、密集した住宅街の路地など、都
市にはさまざまな建築空間を通り抜ける体験が日常にある。建築内を通り抜
ける体験をもとに、私は設計課題において道が貫入した建築を設計し、学部
論文においては道を用いた建築の時代変遷について研究した。道をもつ建築
は人々に無意識の建築空間体験を与えると考える。

　一方で都市部では再開発や建築物の建て替えにより土地の更新が激しく、
その土地の歴史や記憶が受け継がれることは困難である。例えば震災や水害、
戦災などの記憶はその土地に受け継がれるべきである。しかし実際は看板や
石碑、資料館によって記録されており、それに気づいた人やその場所を見に
行く目的がある人にしか触れられないのが現状である。
　今回は道が貫入する建築のひとつの特性である「目的のない人も無意識に通り抜
け、建築を体験する」ことを活かし、土地の記憶の継承のための施設を提案したい。

渋谷ストリームの貫通通路 地下鉄の乗り換え動線 東京国際フォーラム

　本計画ではかつて陸軍戸山学校の敷地であった都立戸山公園に、周辺の歴史学習を介して平和を記念する建築（展示室・資料館からなる記念館）を設計する。

　建築はいままで様々なものを記念し、後世へ人類の記憶を伝えようとして
きた。それらの「記念建築」の近代以降の主な歴史を年表にまとめ、変遷を
捉えることで東京における記念建築を設計するための一助とした。

　近代以前、凱旋門など記念建築は勝利や大衆の鼓舞を目的とする建築が主
だった。世界大戦以降は死者を追悼し、悲哀を表現する建築が主となる。また
特に日本においては、丹下健三設計の広島平和記念公園など、一つの強い軸に
永続性や象徴性を見出し、記念建築の形態操作をすることが主流となった。
　その後、ホロコースト記念館や9.11グラウンドゼロ跡地のコンペなどにおいて、
記念建築を設計するにあたり様々な議論がおこる。美術史家香山檀は記念碑が逆
に記憶を形骸化させると批判する（記念碑を建てることで過去を精算したことに
なってしまう・見る人に一方的な考えを押し付ける・体験者の経験と記念碑の形
態の相違があるのではないか）。現代においては記念建築では見る側の想像力を
喚起し、過去の想起に対しての感受性を育むことが重視されている。1)2)
　日本において過去の戦災を学び平和を記念する建築はほとんどが戦後数十
年に竣工したものであり、その形態は軸や塔、彫刻によるものや閉じた施設
によるものが多い。戦後 80 年近く経ち、世界でも再び戦争がおこる今、過去
の事実を学び現在、未来における平和を考えるための建築が必要だと考える。
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・沖縄返還・ベルリンの壁崩壊

・ソ連解体

�� Research：記念建築の変遷とその時代背景のタイムライン
　ここでは、人類に記憶を継承するために建てられた建築の分析を行う。�� 世紀以降における、何かを祝うための記念建築、または戦争や災厄を祈念するための建築を抽出し、その背景にあった出
来事を年表にまとめる。それぞれの建築がどのような手法で記憶を留め後世に伝えようとしているのかを捉え、現代における平和建築のあり方を模索することを目的とする。　　　　

グランドゼロの跡地のコンペ時の他案
・より大きなビルを立てる
・空白のまま　建設しない
・廃墟のまま遺す
・２本の光の塔

��� グラウンドゼロ跡地のコンペに関する議論
地理学者ケネス・E・フット
事件の記憶が記念碑という物理的な形をもって
ランドスケープに刻まれる研究

���� 年以降～
軸や塔など強い象徴性からの脱却
慰霊や過去の想起の手法の多様化

日本における平和祈念建築は
戦後数十年に建てられたものがほとんどである

���� 
北海道開拓記念塔

���� 小石川設計
石の祈念堂→扇型

���� ジュセッペ・バローネ 水俣メモリアル

磯崎新 - 審査員としてのアンチモニュメント
国家の表象としてのモニュメントを批判
塔にせよ軸線にせよ、「ここ」と「かなた」をつなぐ回
路を開くものです。それゆえに超越性につながりやすい。

丹下健三
HP シェルを用いた「どの国のものでもない
人類共通の建築様式」「平和は自然からも神
からも与えられるものではなく、人々が実践
的に創り出してゆくものである」「弥山を背
負い厳島神社の本殿が立ち、厳島全体を負っ
ている」ことが、「原爆ドームを背負い慰霊
碑が立ち、広島の町全体を負っている」

ピーター・アイゼンマン - パブリッ
クスペースにおける体験

「ホロコーストの想起は、けっして
ノスタルジーであってはならない」
訪れる人に「生の体験」を提供する
ことで、過去を思い出にしない「生
の想起」のきっかけとする。柱はマ
トリクス状に規則正しく配置されて
いるが、中に踏み入れれば、不安定
さや不規則さを体感する。それは「定
ま っ た 意 味 の な い 場（This is a 
place of no meaning）」である。

内藤廣
「陸前高田の人でも、いまだに海は見たくな

いっていう人がいる。一方で、海を遠ざけれ
ばやがてみんなあの災害のこと忘れてしまう。
この矛盾をどうやって克服するかが裏にある
主要なテーマです。」
メッセージとして明解な二つの軸線があり、
それをランドスケープとしてどこまで和らげ
られるかということをずっと考えていました。

���� ダニエル・リベスキンド
ユダヤ人博物館

���� ピーター・アイゼンマン
ホロコースト記念碑

���� ワシントン記念塔

���� 丹下健三　
大東亜建設忠霊神域計画

���� ウラジミール・タトリン　
第三インターナショナル記念塔

���� 丹下健三　若人の広場

���� 白井晟一　原爆記念堂

���� エーロ・サーリネン
セントルイス、ゲートウェイ・アーチ

���� 内藤廣
高田松原津波復興祈念公園

���� 長崎平和祈念像

����  谷口吉郎　国立千鳥ヶ淵戦没者墓苑

���� 沖縄平和記念資料館

���� 沖縄平和祈念堂

���� バーナード・チュミ
ラ・ヴィレット公園

���� 丹下健三　広島平和記念公園���� イサムノグチ
広島平和記念公園慰霊碑

���� ダニエル・リベスキンド
グラウンドゼロ

A 近代始めまで：
発展や勝利を記念、大衆を鼓舞するための建築

B 戦後：悲哀を表現・死者を追悼するための建築

C 東日本大震災以後：災害を記念し犠牲者を追悼する建築

B-� 戦後日本における記念・祈念建築

B-� ホロコーストを記念する建築

���� エトワール凱旋門

���� 東京都戦没者記念霊園
異なる二つの軸を重ね合わせることで設計

相田武文
慰霊というのはある意味では人々の 心を統一して、 
同じ方へ向かわせるということですから、 全体主義
的にもなってしまいます。 全体主義的にならない、
しかしながら祈りには何かしらの中心性が必要で
す。 今の時代の記念性をどのように表現していくか
はたいへん難しい。
建築雑誌 ���� 年 � 月号　p�

被災した全方位を軸とする扇形

・���� 年代以降
ホロコースト記念碑建造の機運の高まり
歴史的記憶の視覚表現への社会の関心

コンペ審査員磯崎新「モニュメント」の批判

香川檀（����）,
「対抗モニュメントと記憶ードイツにおける現代の試み」

ホロコーストの記念碑建造ラッシュへの批判

記念建築の変遷年表

陸軍学校跡地としての戸山公園：周辺の主な戦争遺構
　早稲田大学西早稲田キャンパスの周辺に広がる
戸山公園一帯を本計画の敷地とする。この地域の
形成と変遷には長い歴史がある。箱根山地区は江
戸時代には尾張徳川家の下屋敷であった。この庭
園に、現在も遺る箱根山が築かれる。その後、明
治初期から第二次世界大戦までは陸軍戸山学校の
敷地として利用された。一帯にはトンネル状の射
撃場が建設される。その周囲には流れ弾を防ぐた
めの土塁や、擁壁が設けられた。戦後、箱根山地
区には住宅不足解消のための都営住宅団地として
戸山ハイツが建設される。現在は新宿スポーツセ
ンターや遊具・広場を設けた公園となる。

　これらの歴史は実際に訪れただけでは知ること
はできない。しかし、土塁、擁壁、箱根山といっ
た土木的な操作によるものはその加工の困難さゆ
えに開発の手を逃れ現代に遺っていることを発見
した。塔や軸を０から作る手法ではなく、歴史的
に生まれた土木的遺構の造形に視点を与えること
で平和記念館の設計を試みる。

軍楽隊野外音楽堂跡
 陸軍戸山学校では軍楽教育が行われ、
ここで組織された軍楽隊を戸山学校軍
楽隊と称した。箱根山の入り口のすり
鉢地形部に遺る。

陸軍省所轄地境界石
 「陸軍」の文字が刻まれた境界石。戸山
公園周辺の土地は陸軍戸山学校用地とし
て買い上げられ後年戸山が原と呼ばれ
た。住宅の駐車場の一部になっている。

陸軍戸山学校跡碑
 明治時代、新宿区内には軍人養成を目
的とした陸軍学校の諸学校があった。
明治 6 年に陸軍戸山学校が設置され、
軍事教育や研究が行われていた。

射撃場土手跡
 戸山が原実弾射撃場（現在の早稲田大
学西早稲田キャンパス）にあった土塁の
一部。流れ弾を防ぐために設けられ、現
在はマンションに囲まれ隠されて遺る。

陸軍将校会議室跡（戸山幼稚園）
 陸軍戸山学校の将校が会議を行った場
所。現在は市立戸山教会幼稚園の園舎
として利用されている。箱根山の南側
に遺っている。

射撃場擁壁跡
 早稲田大学 55 号館から明治通りを挟
んで向いにある住宅街周囲の擁壁。こ
こにも陸軍の射撃場がありその周囲が
直角に削られ現在に遺る。

戸山公園大久保地区

早稲田大学西早稲田キャンパス

新宿区立中央図書館

計画 3

明
治
通
り

戸山公園箱根山地区

計画 2
早稲田大学

戸山キャンパス

計画 1

箱根山

04 計画敷地 05計画と設計手法
都市に埋もれる大地の編集を過去の遺物として捉えるのではなく、現代において人々が過去の出来事を想起するきっかけとして
捉え直す。これら土木的遺構と公園各地に存在する史跡を巡る戸山公園一体を敷地としたひとつながりの平和記念館を提案する。

計画 3-a : 資料室・ライブラリー
計画 3-b : 階段広場

計画 1-a：常設展示室

計画 2-a：階段・EV

計画 1-b ：東屋

計画 2-b ：企画展示室

計画 3 土塁東端 計画 2 擁壁周辺

計画 1 箱根山周辺

戸山公園周辺に刻まれた大地の編集と計画部

 大地の編集歴があり、かつ人々の日常生活の動線を新たに設定できるポテンシャルを持つ場所を計画敷地とした。記念館の来
訪者だけでなく周辺施設の利用者や住民、学生などが通り抜けられる道を設ける。これによりそれぞれの場所で無意識に過去
の遺構に触れ、過去を思うきっかけを与えることを意図している。設計手法として①道の設定（記念館利用者とそれ以外両方）
②遺構を身体的に体験する順路や高低差の設計③遺構から引用した形態の利用④遺構への視点場を組み合わせ設計を行う。

①道の設定 ②遺構の身体的な体験 ③遺構から引用した形態 ④遺構への視点場
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箱根山・公園来訪者・幼稚園児童の動線 箱根山や遺構の曲線 石碑・音楽堂への視点場

住民・大学生の動線 通路を行き来する人々の可視化

箱根山の外周に沿った移動

擁壁の勾配の角度 擁壁・箱根山への視点場

図書館利用者の動線 土塁を超えて渡る体験 土塁の高低差の強調 直線上の土塁への視点場
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計画 1-a 常設展示室

計画 1-b 東屋

 箱根山では既存道に沿って、3 つの遺構 ( 陸軍学校音楽堂跡、陸軍学校石碑、元陸軍将校集会所の戸山教会幼稚園）を巡る常設展示の資料
館と東家を設計する。既存の動線と絡まるように動線をつくりつつ箱根山の等高線を引用した円弧によって三つの遺構を結ぶシークエンス
をつくる。箱根山の登山者、幼稚園や公園利用者のための休憩室としても利用できる縁側のような建築となる。

戸山陸軍学校石碑

戸山陸軍学校音楽堂跡

東屋

展望室
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戸山教会幼稚園
（元陸軍学校将校集会所）

計画 1 配置平面図
（箱根山周辺）
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戸山教会幼稚園
（元陸軍学校将校集会所）

計画 1-a 常設展示室
A-A' 断面図 S=1/200
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展示室

計画 1：戸山公園箱根山

◁計画 1-a 常設展示室
箱根山の周囲に沿って展示室が広がる。箱根
山や戸山公園の来訪者、戸山教会幼稚園の児
童らが身近に触れる建築となる。

△計画 1-b 東屋
既存の遺構（陸軍学校石碑、陸軍学校音楽堂跡）
への視点場となる東家である。既存動線から
寄り道することで過去の遺構に意識が及ぶ。

戸山陸軍学校石碑 戸山陸軍学校音楽堂跡
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擁壁の高低差（陸軍学校時代の射撃場周囲の掘り込み）を意識させる建築を設計する。高低差を横断しながら、早稲田大学西早稲田キャンパス
から戸山キャンパス、早稲田キャンパスへ結ぶ新たな道をつくり、そこに企画展示室を設計する。ここでは 2 箇所に設計を行う。西側の擁壁の
直交する部分に、階段とエレベーターからなる建築を設計する。東側の擁壁から戸山公園へと移行する部分には企画展示室を設計する。これに
より、キャンパス間を往復する学生がこの建築内を通過する。展示室を通らずに通り抜け可能な道を設けながら、通過者の興味を引くように、
定期的に変わる展示内容がその動線から垣間見える。また、住宅街側から擁壁を横断する人々の動きが見えるように開口を設計する。

計画 2：戸山住宅街擁壁

計画 2-a 階段・エレベーター

計画 2-b 企画展示室

計画 2 平面図
（戸山住宅街擁壁周辺）

S=1/500
0 1 2 5 10 m

◁明治通り・西早稲田キャンパス方面
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計画 2-a 階段・EV
C-C' 断面図 S=1/200
0 1 2 5 m

◁明治通り・西早稲田キャンパス方面

計画 2-b  常設展示室
D-D' 断面図 S=1/100
0 1 2 5 m

通路

展示室

計画 2-a 階段・EV
擁壁が直交する部分に、高低差の垂直性を意識させ
る建築を設計する。擁壁に対しさらに２方向からの
動線（壁）を直交させることで擁壁を強調する。

計画 2-b 企画展示室
戸山公園から擁壁にかけて、地形が切り替わる位置に企画展示室
を設計する。大学生の動線ともなり、通路からは中の展示が垣間
見える。住宅街側からは人の動きが可視化される。

計画 2-b 企画展示室
通過者動線と展示室を平行させながら、断面的に動線をずらすことで展示室
のプライバシーを守りつつ通過者の興味をひく。



計画 3：大久保地区土塁東端

計画 3-a 資料室・ライブラリー

計画 3-b 階段広場

　陸軍学校射撃場の流れ弾を防止していた土塁付近では
新宿区立戸山図書館から新大久保方面への動線を新規に
開設する。ここには平和資料ライブラリーを設計し、区
立図書館から別館として利用できる。単純な同線として
も使えるが、その道中に土塁の軸に沿って一瞬視線が開
ける場を設け、通過者にその存在を印象づける。土塁の
高低差を増幅させ、段々状のスラブ（階段状本棚）をつ
くることによって身体的にも土塁を意識させる。階段広
場屋内（図書館）と階段広場屋外が土塁を軸にした線対
称としてつながる。

土塁に直接触れないよう２方向から片持
ちで支持した階段で２箇所をつなぐ。
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計画 3-a/b 資料館・ライブラリー・階段広場
E-E' 断面図 S=1/200
0 1 2 5 m

土塁（戸山陸軍学校射撃場跡）

資料室
ライブラリー

事務
倉庫
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◁新宿区立中央図書館

新大久保方面▷

計画 3-b 階段広場
断面模型

計画 3-a 資料館・ライブラリー
断面模型

計画 3 配置平面図
（大久保土塁東端）

S=1/250
0 1 2 5 10 m

計画 3-a 資料室・ライブラリー
階段状の本棚を設けた記念館の資料室。道側からその高低差
を強調させることで通過する人々に土塁の存在を意識させる。

計画 3-b 階段広場
新宿区区立中央図書館から資料室への動線と
なる。先端部分は建物に囲まれ隠されていた
陸軍学校時代の土塁を望む視点場となる。

土塁（戸山陸軍学校射撃場跡）

土塁（戸山陸軍学校射撃場跡）

土塁への眺望


